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「和風から『The WA-Fu』の発信」 

渡辺敬文氏（㈱ワーロン代表取締役） 

4月第１例会  

4月 12日（木）18：45～20：30 ラ・スースANN         

  

 今 月 の

卓話講師

は、日本で

初めて和

紙入りビ

ニールシ

ートの開

発に成功

した㈱ワーロンの渡辺敬文社長に、ワーロン社のこ

れまでの会社の生い立ちから、新しい和風文化の創

造をめざすモノづくりの姿勢を聞きました。 

 ワーロンといってもピンとこない人も多いと思

いますが、破れない障子といえば、誰でも「ああ、

あれか」と思い当たるでしょう。会社の創業は大正

11年、今年で 96周年。先々代が中区で井桁屋商店

を創業し、当初はセルロイド玩具の製造を手掛けて

いたそうです。昔、どの家庭にもあった、赤ん坊を

あやす玩具「メリーゴーランド」は当時のヒット商

品だったそうです。戦後、渡辺セルロイド工業と社

名を変えますが、セルロイドの可燃性に限界を感じ、

新製品開発の試行錯誤を続けます。昭和 31 年に和

紙とビニールシートの張り合わせに成功、「新障子」

を開発します。その後は防災・強化紙の製品づくり

に邁進です。 

 ワーロンシートが国内、海外で発売され、各地で

発明賞や製品優秀賞を受賞、41年には東京・新宮殿

の室内用材として採用され、一気に知名度を上げま

す。さらに、「グッドカンパニー賞」、前社長が文部

科学大臣賞など、様々な賞を受賞し、平成 17 年に

は「愛知ブランド企業」の認定も受けます。 

 ただ、日本の伝統的な室内素材である和紙。そし

てそれを使う「障子」は伝統的な和風資材です。住

宅に和室が減少する中で、需要減少は大きな課題で

した。しかし、平成 9年、３代目社長に就任した渡

辺社長は、敢えて「和」を社是に掲げ、「和風」を

「Wa-fu」感性へと発展させました。障子というイ

ンテリアに留まらず、デザイナーとの協力によって、

さまざまな建具、間仕切り、ディスプレイ、照明、

光壁などの製品を開発していきます。愛知県は「モ

ノづくり」拠点といわれますが、その裏では時代に

合わせた製品開発の工夫と懸命な努力があるので

す。 

 卓話ではプロジェクターで同社がこれまで関わ

ってきた製品づくりの経緯や時代を先導する斬新

なデザインの強化紙を使った、たくさんの作品が紹

介されました。 

 和風は今や日本だけではなく、ボーダーレスの世

界に向け、ファンを広げています。この分野で日本

のトップメーカーである同社が名古屋で生まれ、次

代の波に変化しながら育っていることを大変嬉し

く思いました。   

          （橋爪良和・記） 

 

 本日のゲストとし

て木村眞知子さんが

出席されました。木村

さんは３月の「春のウ

ォーキング」に参加さ

れ、東海クラブの活動

に興味をもたれ、入会の意思を表明されています。 

学生時代京都の YMCA でリーダーを経験されてい

たそうです。 

名古屋 YMCA日本語学院が開校 

 今年４月から名古屋 YMCA 花の木会館（地下鉄

鶴舞線浅間町駅から北へ３分）に日本語学院が開校

しました。東海クラブからはお祝いに会館の３階か

ら６階の各エレベーターホールに観葉植物４種各

１鉢を贈呈済みです。 

 ４月６日に入学式、14日に歓迎会が行われ、歓迎

会には東海クラブからチューターに応募した私が

出席しました。 

 台湾、ベトナム、スリランカからの 19 名の留学

生とチューター、スタッフ合わせて 30名位の出席 

でした。当日はアイスブレイク（緊張をほぐす活動）、 

自己紹介、料理作り（焼きそば、たこ焼き、デザー 

ト班に分かれて）、最後にビンゴゲームで打ち解け 

あいました。チューターとしての活動は４月 23日 

から開始します。私は毎週月曜日の午後 1時間、 

NGUEN VAN DUC 君（ベトナム）を担当しま

す。ボランティアチューターはまだ募集中なので是

非ともご応募をYMCAまで。（大島孝三郎・記） 
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第 22回中部部会は 

東海クラブがホストクラブです。 

 2018－19年度の第 22回中部部会は 10月 6日 

（土）名古屋東海クラブがホストクラブで開催され 

ます。東海クラブメンバーそれぞれが叡智を出し合 

い、それぞれのできることで協力し、中部各クラブ 

のワイズメンを温かく迎えたいと思います。 

 現在の準備状況はまだまだのところ、プログラム 

のアイデァが固まらず毎月の第 2例会で議論中。 

柴田次期部長の主題に合わせ、部会を大いに盛り上 

げしましょう。 

 ワイズメンズクラブ国際協会西日本区中部 

第 22 回中部部会：2018 年 10 月 6 日 

   会場：アイリス愛知（中区丸の内） 

第 22回中部部会実行委員会 委員長：長谷川和宏 

2018－19年度中部部長        柴田洋治郎 

2018-19年度名古屋東海クラブ会長  池野輝昭 

2018－19年度 中部部長主題 

          「ワイズ総活躍中部」 

 

＜今月のラ・スースのショウウィンドーの飾り＞ 

  

7月クラブ総会（裸で語り合う会）は一泊で 

 池野輝昭次期会長からクラブ総会は2年間1日開

催であったが今度は一泊し「裸で語り合う会」を復

活したいとの提案があり、7月 7日（土）・8日（日）

根の上の「あかまんま」で開催する事となった。 

 東海クラブだけでなく中部、西日本区のワイズの 

活動は高齢化のなか、いろんな課題に直面している。 

EMCについて、YMCAサービスについて忌憚のな

い意見をぶつけ合い新しい 2018～19年度のスター

トとなるクラブ総会としましょう。 

☆山郷からお誘い ＜長谷川和宏＞ 

 4 月下旬の週末、久しぶりに里山の古民家の友人

を訪ねた。標高 650㍍、この時期は桜に花桃、オオ

デマリ、ズオウ、躑躅、ドウダン、鈴蘭等々の花木

が一斉に開花し、新緑の山を借景にまさに百花繚乱、

訪ねる者の目を楽しませてくれる。今回の訪問の目

的は、一人ではなかなかできない夏野菜を育てる仕

掛けの段取りの手伝いである。 

 夏野菜の中でも最も工程数が多く複雑な、大玉の

トマト作りに着手である、地元のセンターでまずは

トマトの苗選び、数ある品種の中から接ぎ木ではな

く、山間地での効率的、計画的に育てられる値打ち

な品種を選んだ。 

 3 ケ月かけて土壌づくりをしてきた畑に戻って、

土壌の整地の具合や畝を確認し、いよいよ次はトマ

トが最も嫌う雨がかりを防ぐための屋根付き専用

シート張り作業である。広さに見合った支柱を張り

巡らし、これにバランスよくシートをかぶせ、クリ

ップで固定する。強風や雨、そして遅霜もこれでし

のげる。二人で行うには高所を含む難作業である。 

 次は苗を植え付けする地面と畝を整え、マルチの

黒いシートを前面にかぶせ張り付ける。これによっ

て雨水の跳ね返し、病害虫からの病気予防が可能に

なるという。50 ㌢間隔で植え付け用の丸穴、径 8

㌢位を開けて行く。いよいよトマトの植え付け、そ

の前に先ほど開けた穴に山から湧き出る天然水を

たっぷり供給しておく。注意深くポットから苗を取

り出し、芽や葉っぱを落とさないように先ほどの穴

のなかに 1本ずつ植え付けて行く。側面にガードの

ない苗を保護するため苗一本毎に背丈ほどの支柱

を立て、苗と支柱を紐で柔らかく８の字結びをする。 

土面をしっかり押さえ込んで、再度水をやり、２日 

がかりの植え付け作業がやっと終了である。 

 今度は追い肥や芽かき、摘芯、養分補充、更に害

虫予防の水和剤等が定期的に必要であり、毎週目が

離せないという。それらを乗り越え、夏前には立派

な赤い大玉のトマトを期待したいものだ。ここでは

イノシシなど獣害の来襲が毎年発生しており、本当

に油断ができないようだ。その分、自ら手掛け育て

た食材は実に美味しい。当然ながら掛けた費用も高

く、感謝して味わいたいと思う。古民家での夜の食

卓には春の山菜シリーズに添えて１３年前に名古

屋インターアクトの高校生たちが合宿で訪ねてき

た時の写真が用意されていた。野村、鈴木一、伊藤

ワイズの顔も。私のワイズライフは山里古民家と共

に始まったとも感じた次第である。 
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お誕生日おめでとうございます 

  メ  ン 山田英次君 柴田洋治郎君 

       浅野猛雄君 鈴木一弘君 

       池野輝昭君 大島孝三郎君 

       鈴木孝幸君 松本 勝君 

  メネット 野村靖子さん 

結婚記念日おめでとうございます 

   橋爪良和君・圭子さんご夫妻 

   服部敏久君・正子さんご夫妻 

 

今月の西日本区強調月間 

LT（Leadership Training 

「リーダーシップ無くしてリーダーに非ず！クラ

ブ、部、区、あらゆる機会に学びの場が存在します。

その機会を学びと捉えるか否かがリーダーの資質

の違いです。全てを有意義に捉えリーダーシップを

身に着けて下さい。」  

   西日本区ワイズリーダーシップ開発委員長 

船木順司君（京都トップスクラブ） 

 

4月第 2例会報告 19日（木）19：00～21：00   

YMCA 出席 11名  

①5月第 1例会：5月 10日（木）ラ・スースANN 

 卓話「スペシャルオリンピックについて」 

 講師：八塚奈保子氏（スペシャルオリンピックス

2018愛知 事務局長） 

担当：松本 勝君 

 

②今後の予定： 

 春の根の上まつり：4月 30日（月・振替休日） 

 5月第 1例会：5月 10日（木）ラ・スースANN 

 中部EMCシンポジュウム・評議会（今期・次期）： 

  5月 19日（土）YMCA 

 第 21回西日本区大会：6月 9・10日：神戸 

 ７月第１例会・クラブ総会（裸で語り合う会）：

７月７日（土）・８日（日）根の上「あかまんま」

の予定。今年は池野次期会長の提案で１泊で実施

です。 

 金沢犀川クラブ 25周年記念例会：8月 11日（土・

祝）13：00～18：00ホテル金沢 

 第62回名古屋YMCA市内中学生バスケットボー

ル大会：8月 2日（木）～13日（月） 

③次期中部部会（10月 6日）について 

 会場としてアイリス愛知に決定し、更に交渉を進

めている。（長谷川・池野・柴田・鷲尾） 

 プログラムの開催時間を 12：30～16：30の間に

設定し、西日本区大会までには内容の確定にむけ

て準備を進める。登録費は 10,000円とする。 

④南山バザーへの取り組み 

 実行委員の選出にはいたらず、取りあえず浅野麻

琴さんに出席をお願いする。クラブとしての取り

組みは従来通り（昨年程度）とする。 

 

◎例会・行事の出席者 

 4月出席率 17／17 100％ 

 4 月 12 日：第 1 例会 浅野猛・浅野麻・池野・

遠藤・大島・太田・柴田・橋爪・長谷川・服部・

松本・八木・山田・山村・鷲尾  

メークアップ：鈴木一・鈴木孝 

 4月 19日：第 2例会  浅野猛・浅野麻・池野・

大島・柴田・橋爪・長谷川・松本・八木・山田・

鷲尾 

 

◆2017～2018年度クラブ役員 

会 長：長谷川和宏 副会長：鷲尾文夫 書記：八

木武志 直前会長：浅野猛雄 一般会計：浅野猛雄 

特別会計：橋爪良和  会計監査：池野輝昭 

連絡主事：浅野麻琴  メール委員：八木武志 

YMCAサービス・ユース：太田全哉・大島孝三郎・

柴田洋治郎・服部敏久  ＥＭＣ：鷲尾文夫・鈴木

孝幸・山田英次・長谷川和宏  地域奉仕・環境：

鈴木一弘・池野輝昭・浅野猛雄  国際・交流：山

村喜久・橋爪良和・遠藤彰一  ブリテン編集：松

本 勝（コーディネーター）・八木武志・浅野猛雄・

浅野麻琴  メネット連絡員：松本淳子 

◆西日本区委員・中部役員 

西日本区区 JWF管理委員：橋爪良和 

中部地域奉仕・環境事業主査：浅野猛雄 

中部直前監事：長谷川和宏 

中部次期部長：柴田洋治郎 

◆広義会員：浅井秀明   功労会員：野村秋博

                                                 



ＹＭＣＡ連絡主事 浅野麻琴 様     氏名         

東海クラブ５月出欠連絡 
 

企画行事 

 

日時・会場他 

メ ン の

出欠席 

ゲストの有無・

そのお名前他 

１．2018 年５月 

第１例会 

 

５月１０日（木） 

18:45～20:45 

担当: 松本 勝ワイズ 

会場：ラ・スースＡＮＮ 

卓話：スペシャル    

オリンピックスについて 

  八塚 奈保子氏 

スペシャルオリンピックス 

２０１８愛知 事務局長 

 

 

出席 

 

欠席 

 

有 

お名前 

（     ） 

（     ） 

 

無 

 

２．2018 年５月 

第２例会 

５月１７日(木) 

19：00～20：30 

会場：名古屋ＹＭＣＡ 

出席 

 

欠席 

 

 

３．中部ＥＭＣ将来構想

シンポジュウム・評議会

（今期・次期） 

 

５月１９日(土) 

11：00～16：00 

会場：名古屋ＹＭＣＡ 

出席 

 

欠席 

 

予告 

６月第 1 例会 

６月 1４日（木） 

18:45～20:45 

担当: 池野輝昭 

会場：ラ・スース ANN 

  

2018～2019 年度版 

ハンドブック＆ロース

ター 

毎年最新版が、7 月 1 日付け、

全メンバー対象に発行・印刷さ

れます。 

要・不要アンケートです 

要 

 

不要 

費用はクラブで負

担します 

 

予告 

第 21 回西日本区大会 

6 月 9 日（土）・10 日（日） 

神戸市内 

ＡＮＡクラウンプラザホテル 

  

（○印・必要事項を記入の上、5 月８日(火)までに必ずご返信下さい。） 

ＦＡＸ： ０５２－（７５７）－３３３２ 

メールアドレス：m-asano@nagoyaymca.org 

 

2017-18 名古屋東海クラブ・ブリテン委員会 

mailto:m-asano@nagoyaymca.org

